
解
題

本
稿
は
、
王
震
中
先
生
の
講
演

｢

夷
夏
互
化
融
合
説�
早
期
文
明
演
進
中
的

中
原
与
東
夷｣

(

於
早
稲
田
大
学
、
早
稲
田
大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
主
催
、

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
六
日)

に
基
づ
く
中
国
語
原
稿
を
全
文
翻
訳
し
た
も
の

で
あ
る
。
王
震
中

(

柿
沼
陽
平
訳)

『

中
国
古
代
国
家
の
起
源
と
王
権
の
形
成』

(

汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年)

と
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

第
一
節

夷
夏
の
概
念
と
夷
夏
の
関
係

傅
斯
年
は
一
九
三
三
年
に
、
著
名
な

｢

夷
夏
東
西
説｣

を
発
表
し

(

１)

、

中
国
史
学
界
・
考
古
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
夷
夏
東
西
説
は
、

後
漢
以
降
の
中
国
史
と
そ
の
政
治
的
展
開
を
地
理
的
に
南
・
北
に
分
け

う
る
も
の
と
す
る
通
説
に
対
し
、
そ
れ
以
前

(

夏
商
周
三
代
以
前)

の

政
治
は
部
落
か
ら
帝
国
へ
と
、
黄
河
・
済
水
・
淮
河
流
域
を
歴
史
的
舞

台
と
し
て
進
ん
で
き
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
地
域
は
、
お
も

に
東
・
西
に
分
け
ら
れ
、
東
の
諸
夷

(

山
東
半
島
海
岱
地
区
を
中
核
と

す
る)

と
西
の
諸
夏

(

中
原
地
区
を
中
核
と
す
る)

が
対
置
さ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
夷
夏
が
東
・
西
に
分
布
す
る
だ
け
で
な
く
、

た
が
い
に
融
合
す
る
側
面
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

傅
斯
年
の

｢

夷
夏
東
西
説｣

か
ら
出
発
し
、
中
原
と
海
岱
地
区
と
が
文

明
の
起
源
と
早
期
発
展
の
過
程
に
お
い
て
、
た
が
い
に
作
用
・
影
響
し

あ
い
、
融
合
し
た
史
実
を
ふ
ま
え
、
か
つ
中
国
古
代
国
家
形
態
の
構
造

が
万
邦
の
林
立
す
る
単
一
制
的
都
邑
邦
国
か
ら
多
元
一
体
的
複
合
制
の

夏
商
王
朝
国
家
へ
す
す
む
過
程
を
も
む
す
び
つ
け
て
、｢

夷
夏
互
化
融

合
説｣

を
提
出
す
る
。

夷
夏
関
係
に
ふ
れ
る
場
合
、｢

夷｣

と

｢

夏｣

の
概
念
に
説
明
を
加
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え
る
必
要
が
あ
る
。
一
般
的
な
意
味
と
し
て
は
、｢

夏｣

は
夏
王
朝
も

華
夏
民
族
も
さ
し
う
る
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
状
況
下
で
は
、

｢
夏｣
は
と
く
に�以
姓
の
夏
部
族
を
さ
す
。
だ
が
、
本
稿
で
い
う

｢

夷

夏｣

の

｢
夏｣

は
、
夏
王
朝
を
さ
す
の
で
も
、
小
さ
な
族
的
共
同
体
の

夏
部
族
を
さ
す
の
で
も
な
く
、
大
族
共
同
体
の
華
夏
民
族
を
さ
し
、
夏

代
よ
り
ま
え
の
華
夏
集
団
を
も
含
意
す
る
。
筆
者
の
研
究
に
よ
る
と
、

華
夏
民
族
は
夏
代
に
形
成
さ
れ
た
が
、
夏
商
時
代
の
華
夏
民
族
は

｢

自

在
民
族｣

[

民
族
意
識
が
曖
昧
で
潜
在
的
な
状
態
の
民
族]

に
す
ぎ
ず
、

西
周
・
春
秋
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
華
夏
民
族
は

｢

自
覚
民
族｣

[

強

烈
な
民
族
の
自
覚
意
識
を
も
つ
文
化
民
族]

と
な
る

(

２)

。

夏
代
よ
り
も
ま
え
の
中
国
上
古
民
族
区
分
に
つ
い
て
、
蒙
文
通
は
一

九
二
七
年
に
著
わ
し
た

『

古
史
甄
微』

で
、
そ
れ
を

｢

江
漢
民
族
・
河

洛
民
族
・
海
岱
民
族｣

の
三
系
統
に
区
分
し
、
各
々
を｢

炎
族
・
黄
族
・

泰
族｣

と
よ
ん
だ
。
徐
旭
生

『

中
国
古
史
伝
説
時
代』

(
一
九
四
〇
年

代
初
版
、
一
九
六
〇
年
代
増
訂)

は
、
か
つ
て
中
原
を
お
も
な
歴
史
的

舞
台
と
し
た
炎
帝
族
と
黄
帝
族
を
あ
わ
せ
て

｢

華
夏
集
団｣
と
よ
び
、

海
岱
地
区
の
族
群
を

｢

東
夷
集
団｣

と
よ
び
、
南
方
の
族
群
集
団
を

｢

苗
蛮
集
団｣

と
よ
ん
だ
。
蒙
文
通
・
徐
旭
生
の
分
類
に
は
相
異
点
と

合
致
点
が
あ
る
。
相
異
点
は
、
蒙
文
通
の
い
う
上
古

｢

江
漢
民
族｣

が

じ
つ
は
炎
帝
族
を
さ
し
、
炎
帝
族
は
炎
族
と
も
よ
ば
れ
、
南
方
出
自
と

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
徐
旭
生
は
炎
帝
族
を
陝
西
省
宝
鶏
県
出
自
の
華

夏
集
団
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
合
致
点
は
、
蒙
文
通
・
徐
旭
生
の
分
け

る
三
地
域
が
対
応
し
う
る
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
両
者
の
区
別
は
地
理
的

に
も
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
蒙
文
通
・
徐
旭
生
の
用
語

の
概
念
に
つ
い
て
い
え
ば
、
筆
者
は
徐
旭
生
の
用
語
に
賛
成
す
る
。
す

な
わ
ち
、
中
原
地
区
は

｢

華
夏
集
団｣

、
海
岱
地
区
は

｢

東
夷
集
団｣

、

江
漢
地
区
は

｢

苗
蛮
集
団｣

と
よ
び
う
る
。
こ
れ
よ
り
、
本
稿
で
は
夷

夏
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
さ
い
に
、
夏
代
以
前
の

｢

華
夏
民
族｣

の
前

身
と
な
る
中
原
の
混
合
的
族
群
を
原
則
的
に

｢

華
夏
集
団｣

と
よ
び
、

行
論
の
都
合
上
、｢

華
夏｣

と
略
称
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
に
と
ど

め
る
。

｢

夷
夏｣

の

｢

夷｣

も
民
族
の
概
念
で
あ
る
。
春
秋
時
代
に
お
い
て

｢

夷｣

は
、｢

東
夷｣

を
さ
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
非
華
夏
族
の
総
称
で
も

あ
っ
た
。
総
称
と
し
て
は
、『

左
伝』

定
公
十
年
に
孔
子
の
言
葉
と
し

て｢

裔
不
謀
夏
、
夷
不
亂
華(

裔
は
夏
を
謀
ら
ず
、
夷
は
華
を
亂
さ
ず)｣

と
あ
る
。
こ
こ
で
は

｢

裔｣

と

｢

夷｣

が
対
応
し
、｢

夏｣

と

｢

華｣

が
対
応
し
、｢

夷｣

は
ひ
ろ
く
非
華
夏
族
を
さ
す
。
か
か
る
総
称
は

｢

蛮
夷｣

や

｢

夷
狄｣

の
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
た
と

え
ば

『

公
羊
伝』

成
公
十
五
年
に

｢『

春
秋』

…
…
内
諸
夏
而
外
夷
狄

(『

春
秋』

…
…
内
は
諸
夏
、
外
は
夷
狄
な
り)｣

、『

左
伝』

僖
公
二
十

一
年
に

｢

任
・
宿
・
須
句
・�
臾
風
姓
也
、
實
司
大�
與
有
濟
之
祀
、

以
服
事
諸
夏
…
…
蠻
夷
猾

(

乱)

夏
、
周
禍
也

(

任
・
宿
・
須
句
・�

臾
は
風
姓
に
し
て
、
實
に
大�
と
有
濟
の
祀
を
司
り
、
以
て
諸
夏
に
服

事
す
…
…
蠻
夷
の
夏
を
猾
す
は
周
の
禍
な
り)｣

と
あ
る
。
こ
こ
で

｢

諸
夏｣

と
対
照
を
な
す

｢

夷
狄｣

と

｢

蛮
夷｣

の

｢

夷｣

は
、
い
ず

れ
も
総
称
で
あ
る
。
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春
秋
時
代
に
、｢

夷｣

が
東
夷
の
み
を
さ
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
の

が
、｢

東
夷｣

と
い
う
呼
び
方
で
あ
る
。『

左
伝』

僖
公
四
年
で
は
、
陳

の
轅
濤
塗
が
鄭
の
申
侯
に

｢

師
出
於
陳
・
鄭
之�
、
國
必
甚
病
。
出
於

東
方
、
觀
兵
於
東
夷
、
循
海
而
歸
、
其
可
也

(

師
、
陳
・
鄭
の�
に
出

で
ば
、
國
は
必
ず
甚
だ
病
む
。
東
方
に
出
で
ば
、
兵
を
東
夷
に
觀
し
、

海
に
循
い
て
歸
ら
ば
、
其
れ
可
な
り)｣

と
の
べ
て
い
る
。
陳
の
轅
濤

塗
の
発
言
に
お
い
て
、｢
東
夷｣

が
東
方
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
明

確
で
あ
る
。
ま
た

『

左
伝』
僖
公
十
九
年
に

｢

夏
、
宋
公
使�
文
公
用

�
子
于
次�
之
社
、
欲
以
屬
東
夷

(

夏
、
宋
公
は�
の
文
公
を
し
て
、

�
子
を
次�
の
社
に
用
い
し
め
、
以
て
東
夷
を
屬
せ
ん
と
欲
す)｣

と

あ
る
。
こ
こ
で

｢

東
夷｣

が
意
味
し
て
い
る
の
も
、
春
秋
時
代
に
海
岱

地
区
に
お
け
る
、
な
お
華
夏
化
し
て
い
な
い
土
着
の
族
群
で
あ
る
。

『

左
伝』

文
公
五
年
・
文
公
九
年
・
襄
公
二
十
六
年
・
襄
公
二
十
九
年
・

哀
公
十
九
年
等
に
あ
ら
わ
れ
る

｢

東
夷｣

も
同
様
で
あ
る
。
ほ
か
に

『

左
伝』

昭
公
四
年
で
楚
の
椒
挙
は

｢

商
紂
爲
黎
之
蒐
、
東
夷
叛
之

(

商
の
紂
、
黎
の
蒐
を
爲
し
て
、
東
夷
は
之
に
叛
く)｣

と
の
べ
、『

左

伝』

昭
公
十
一
年
で
叔
向
は

｢

桀
克
有
緡
、
以
喪
其
國
、
紂
克
東
夷
、

而
隕
其
身

(

桀
は
有
緡
に
克
ち
て
、
以
て
其
の
國
を
喪
ぼ
し
、
紂
は
東

夷
に
克
ち
て
、
其
の
身
を
隕
す)｣

と
の
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
の

｢

東

夷｣

が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
商
の
紂
王
時
代
に
お
け
る
海
岱
地
区
の

土
着
族
群
で
あ
る

(

３)

。

春
秋
か
ら
商
・
西
周
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
夷
と
東
夷
の
呼
称
が
早
々

に
出
現
し
て
お
り
、
そ
の
起
源
が
古
い
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
西
周
青

銅
器
銘
文
中
に

｢

東
夷｣

の
呼
称
が
あ
る
。
商
代
で
は
、
東
夷
は

｢

人

方｣

と
よ
ば
れ
、
甲
骨
文
の

｢

人
方｣

と
は

｢

夷
方｣

で
、
甲
骨
卜
辞

の

｢

王
征
人
方｣

と
は

｢

王
征
夷
方｣

で
あ
る

(

４)

。

夏
代
の
東
夷
に
つ
い
て
は
、
甲
骨
文
・
金
文
の
よ
う
に
同
時
代
の
者

が
書
い
た
史
料
が
な
く
、
せ
い
ぜ
い

『

史
記』

夏
本
紀
や

『

古
本
竹
書

紀
年』

等
の
夏
代
以
後
の
史
料
に
よ
っ
て
問
題
を
説
明
し
う
る
の
み
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
書
で
は
、
夏
と
対
応
す
る
東
方
の
土
着
の
人
び
と

は

｢

夷｣
｢

嵎
夷｣

｢

九
夷｣

(�
夷
・
于
夷
・
方
夷
・
黄
夷
・
白
夷
・

赤
夷
・
玄
夷
・
風
夷
・
陽
夷)

等
と
称
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
東
方
に
位

置
す
る
た
め
、｢

東
夷｣

と
一
括
し
て
よ
ぶ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。｢

夷｣

と

｢

東
夷｣

の
概
念
は
華
夏
に
対
応
し
て
存
在
す
る
も
の
で
、
か
り
に

華
夏
民
族
の
形
成
を
夏
王
朝
出
現
の
し
る
し
と
す
る
と
、
夷
夏
関
係
に

お
け
る
夷
や
東
夷
に
と
っ
て
、
夏
代
は
そ
の
重
要
な
時
間
的
分
岐
点
と

な
る
。
筆
者
が
夏
代
以
前
に
お
け
る

｢

華
夏
民
族｣

の
前
身
と
し
て
の

中
原
族
群
を

｢

華
夏
集
団｣

と
よ
ぶ
の
と
同
じ
よ
う
に
、
筆
者
は
夏
代

以
前
の
東
夷
族
群
を
原
則
的
に

｢

東
夷
集
団｣

と
よ
び
、
行
論
の
都
合

上
、
場
合
に
お
う
じ
て

｢

夷｣

や

｢

東
夷｣

と
略
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

夷
夏
の
関
係
に
は
、
東
西
が
対
峙
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
れ
ば
、
相

互
交
流
・
相
互
影
響
・
相
互
転
化
を
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
分
布

し
て
い
る
場
所
に
関
し
て
は
、
た
し
か
に
傅
斯
年
が
い
う
よ
う
に
、
夷

と
夏
は
東
と
西
に
分
か
れ
て
住
ん
で
お
り
、
か
か
る
布
置
は
夏
代
よ
り

ま
え
に
形
成
さ
れ
、
か
つ
夏
商
以
後
も
つ
づ
い
た
。
夷
夏
が
た
が
い
に

融
合
す
る
と
い
う
点
は
、
夏
代
よ
り
ま
え
の
五
帝
時
代
に
も
は
じ
ま
っ
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て
お
り
、
夏
商
以
後
も
つ
づ
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

｢

夷
夏
互
化
説｣

に
つ

い
て
の
べ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
夏
代
よ
り
も
ま
え
か
ら
説
き
起
こ

す
必
要
も
あ
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

夏
代
以
前
に
お
け
る
夷
夏
互
化
融
合

夏
代
以
前
に

｢

夷｣
｢

夏｣

が
融
合
す
る
過
程
で
は
、
夷
族
人
が
融

合
し
て
華
夏
族
と
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
華
夏
族
が
夷
族
に
な
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
夷
と
夏
は
交
互
作
用
と
相
互
転
化
を
つ
う
じ

て
、
最
終
的
に
華
夏
民
族
を
形
成
し
た
。

二
―
一

東
夷
か
ら
華
夏
と
な
っ
た
虞
舜
―
民
族
融
合
の
例
―

周
知
の
と
お
り
、｢

堯
舜
禹
禅
譲｣

の
古
史
伝
説
に
よ
れ
ば
、
中
原

地
域
の
堯
舜
禹
部
族
連
盟
の
な
か
で
は
、
舜
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て

い
る
。
こ
の
と
き
に
舜
は
盟
主
と
し
て
、
都
を
山
西
省
西
南
部
の
永
済

県
〜
平
陸
県
一
帯
に
定
め
た
。
た
と
え
ば

『

帝
王
世
紀』

[『
史
記』

五

帝
本
紀

『

集
解』

所
引]

に
は

｢

舜
所
都
、
或
言
蒲
阪
、
或
言
平
陽
、

或
言
潘

(

舜
の
都
す
る
所
は
、
或
い
は
蒲
阪
と
言
い
、
或
い
は
平
陽
と

言
い
、
或
い
は
潘
と
言
う)｣

と
あ
る
。｢

蒲
阪｣

と
は
現
在
の
山
西
省

永
済
県
で
あ
る
。『

史
記』

陳
杞
世
家
に
は
、
堯
が
か
つ
て
二
女
を
舜

に
嫁
が
せ
て

｢

居
于�為�(�為�
に
居
ら
し
む)｣

と
あ
る
。『

帝
王
世

紀』
[『

史
記』

五
帝
本
紀

『

索
隠』

所
引]

に
は

｢�為
水
在
河
東
虞
郷

縣
歴
山
西

(�為
水
は
河
東
虞
郷
縣
の
歴
山
の
西
に
在
り)｣

と
あ
り
、

『

括
地
志』

[『

史
記』

五
帝
本
紀

『

正
義』

所
引]

に
は

｢�為�
水
源

出
蒲
州
河
東
南
山

(�為�
の
水
源
は
蒲
州
の
河
東
南
山
よ
り
出
づ)｣

と
あ
る
。
こ
の
地
も
蒲
阪
と
い
い
、
現
在
の
山
西
省
西
南
の
永
済
県
に

あ
た
る
。
ま
た
舜
は

｢

虞
舜｣

と
も
よ
ば
れ
、
有
虞
氏
の
人
で
あ
る
。

虞
舜
の
都
城
も
虞
城
と
よ
ば
れ
る
。
虞
城
は
、
現
在
の
河
南
省
虞
城
県

で
、
山
西
省
平
陸
県
に
も
虞
城
が
あ
る
。
山
西
省
平
陸
県
の
虞
城
は
、

『

史
記』

秦
本
紀

『

正
義』

引

『

括
地
志』

に

｢

虞
城
故
城
在
陝
州
河

北
縣
東
北
五
十
里
虞
山
之
上
、
亦
名
呉
山
、
周
武
王
封
弟
虞
仲
於
周
之

北
故
夏
墟
呉
城
、
即
此
城
也

(

虞
城
の
故
城
は
陝
州
河
北
縣
東
北
五
十

里
の
虞
山
の
上
に
在
り
、
亦
た
呉
山
と
名
づ
け
ら
れ
、
周
の
武
王
は
弟

の
虞
仲
を
周
の
北
の
故
の
夏
墟
の
呉
城
に
封
じ
、
即
ち
此
の
城
な
り)｣

と
あ
る
。
そ
の
場
所
は
現
在
の
山
西
省
平
陸
県
で
あ
る
。
河
南
省
東
部

の
虞
城
に
関
し
て
は
、
有
虞
氏
が
東
か
ら
西
へ
と
発
展
す
る
途
上
に
お

け
る
拠
点
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
虞
舜
が
堯
舜
禹
部
族
連
盟
の
盟
主
で
あ
っ

た
と
き
、
虞
舜
邦
国
の
都
城
は
山
西
省
西
南
部
の
永
済
〜
平
陸
一
帯
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ゆ
え
に

『

史
記』

五
帝
本
紀
に
は

｢

舜
、
冀
州

之
人
也

(

舜
は
、
冀
州
の
人
な
り)｣

と
あ
り
、
い
に
し
え
の
冀
州
は

山
西
省
と
河
北
省
を
含
む
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
舜
は
ほ
ん
ら
い
東
夷
の
人
で
あ
る
。『

孟
子』

離
婁
下

に

｢
舜
生
於�
馮
、
遷
於
負
夏
、
卒
於
鳴
條
、
東
夷
之
人
也
。(

舜
は

�
馮
に
生
れ
、
負
夏
に
遷
り
、
鳴
條
に
卒
し
、
東
夷
の
人
な
り)｣

と

あ
る
。
諸
馮
は
現
在
の
山
東
省
諸
城
県
に
あ
る
。
清
の

『

諸
城
県
志』

に

｢

縣
人
物
以
舜
爲
首
、
古
迹
以
諸
馮
爲
首
。(【

當
該
】
縣
の
人
物
は
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舜
を
以
て
首
と
爲
し
、
古
迹
は�
馮
を
以
て
首
と
爲
す)｣

と
あ
る
。

現
在
の
山
東
省
諸
城
県
は
、
前
漢
の
と
き
に
は
諸
県
で
、
春
秋
時
代
に

は
魯
国
の
邑
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。『

春
秋』

荘
公
二
十
九
年
に
は

｢

城�
及
防

(�
及
び
防
に
城
く)｣

と
あ
り
、『

春
秋』

文
公
十
二
年

に
は

｢

季
孫
行
父
帥
師
、
城
諸
及
防

(

季
孫
行
の
父
、
師
を
帥
い
て
、

�
及
び
防
に
城
く)｣
と
あ
り
、
楊
伯
峻

『

春
秋
左
伝
注』

に
は

｢�
・

防
皆
魯
邑

(�
・
防
は
皆
な
魯
邑
な
り)｣

と
あ
る
。
朱
玲
玲

｢

舜
為

｢

東
夷
人｣

考｣

は

｢

諸
馮
と
は
諸
で
あ
ろ
う
。
言
語
の
観
点
か
ら
い

う
と
、
諸
馮
の
馮
字
は
軽
読
音
尾
音
で
、
つ
ま
り
北
京
語
の
儿
の
よ
う

に
軽
く
読
む
接
尾
辞
の
音
で
あ
り
、
諸
に
付
属
す
る
文
字
は
省
く
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
、
省
か
な
け
れ
ば

｢
諸
馮｣

、
尾
音
を
省
け
ば

｢

諸｣

に
作
る｣

と
す
る

(

５)

。
清
初
の
張
石
民

『

放
鶴
村
文
集』

｢

諸
馮
辯｣

に

も｢

諸
城
得
名
、
以
魯
季
孫
行
父
所
城
諸
、
所
城
諸
得
名
、
則
以
諸
馮
…
…

旧
有
舜
祠

(

諸
城
の
名
を
得
る
は
、
魯
の
季
孫
行
の
父
の
城
く
所
の
諸

を
以
て
し
、
城
く
所
の
諸
に
、
名
を
得
ば
、
則
ち
諸
馮
を
以
て
し
、
…
…

旧
と
舜
祠
有
り)｣

と
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
筆
者
に
よ
れ
ば
、
諸
馮
は
山

東
省
諸
城
県
に
あ
り
、
そ
れ
は
孟
子
が
舜
を

｢

東
夷
人｣

と
す
る
の
と

合
致
し
、
舜
の
出
生
地
・
虞
舜
族
の
発
祥
地
は
現
在
の
山
東
省
諸
城
県

に
あ
る
の
で
あ
る
。

す
る
と
舜
は
ど
の
よ
う
に
山
東
省
諸
馮
か
ら
山
西
省
蒲
阪
へ
と
遷
徙

し
、
そ
の
ル
ー
ト
を
辿
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
豫
東
の
虞
城
は
東
か

ら
西
へ
遷
徙
す
る
過
程
に
お
け
る
重
要
な
拠
点
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

『

左
伝』

昭
公
八
年
に
は

｢

舜
重
之
以
明�
、��
于
遂
、
遂
世
守
之
、

及
胡
公
不
淫
、
故
周
賜
之
姓

(

舜
は
之
に
重
ぬ
る
に
明�
を
以
て
し
、

�
を
遂
に�
き
、
遂
は
世�
之
を
守
り
、
胡
公
に
及
ぶ
ま
で
淫
せ
ず
、

故
に
周
は
之
に
姓
を
賜
う)｣

と
あ
り
、『

史
記』

陳
紀
世
家
に
は

｢

陳

胡
公
滿
、
虞
帝
之
後
也

(

陳
の
胡
公
滿
は
、
虞
帝
の
後
な
り)｣

と
あ

り
、『

史
記』

周
本
紀
に
は

｢

武
王
追
思
先
聖
王
、
乃
襃
封
…
…
帝
舜

之
後
于
陳

(

武
王
は
先
の
聖
王
を
追
思
し
、
乃
ち
襃
し
て
…
…
帝
舜
の

後
を
陳
に
…
…
封
ず)｣

と
あ
り
、
周
の
武
王
が
帝
舜
の
末
裔
を
陳
に

封
建
し
た
の
は
、
陳
の
地
が
も
と
も
と
虞
舜
族
の
重
要
な
居
住
地
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『

史
記
正
義』

引

『

括
地
志』

に
は

｢

陳
州
宛
丘
縣
在
陳
城
中
、
即
古
陳
國
也

(

陳
州
の
宛
丘
縣
は
陳
城
中

に
在
り
、
即
ち
古
の
陳
國
な
り｣

と
あ
り
、
陳
は
現
在
の
河
南
省
虞
城

県
で
あ
る
。
こ
の
地
は
虞
舜
が
諸
馮
か
ら
西
へ
と
遷
徙
・
発
展
す
る
さ

い
の
第
一
の
拠
点
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。

舜
は
中
原
地
域
に
来
た
の
ち
、
帝
堯
を
継
承
し
、
堯
舜
禹
族
邦
連
盟

の
盟
主
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
古
史
伝
説
に
ひ
ろ
く
伝
わ
る
堯
舜
禹
禅
譲

の
故
事
で
あ
る
。
舜
や
、
舜
と
と
も
に
遷
徙
し
た
族
人
は
、
中
原
に
や
っ

て
き
た
の
ち
、
華
夏
集
団
の
一
員
と
な
っ
た
。
こ
う
考
え
て
こ
そ
、

『

史
記』

に

｢

舜
、
冀
州
之
人
也｣

と
あ
る
こ
と
と
、『

孟
子』

に

｢

舜
、

東
夷
之
人
也｣

と
あ
る
こ
と
と
の
矛
盾
を
解
釈
で
き
る
。『

礼
記』

中

庸
に
は

｢

仲
尼
祖
述
堯
舜
、
憲
章
文
・
武

(

仲
尼
、
堯
舜
を
祖
述
し
、

文
・
武
を
憲
章
す)｣

と
あ
る
。
孔
子
・
孟
子
等
の
諸
子
百
家
の
眼
に

は
、
堯
舜
禹
は
み
な
華
夏
民
族
の
聖
人
と
し
て
映
る
。
じ
っ
さ
い
に
は

正
確
に
い
え
ば
、
堯
・
舜
は
と
も
に
夷
狄
か
ら
華
夏
に
変
化
し
た
、
華
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夏
の
聖
人
な
の
で
あ
る

(

６)

。

二
―
二

中
原
族
邦
連
盟
内
の
皋
陶
と
伯
益

堯
舜
禹
族
邦
連
盟
の
う
ち
、
東
方
出
自
の
重
要
な
盟
友
は
、
虞
舜
の

ほ
か
に
、
少
な
く
と
も
東
方
の
皋
陶
と
伯
益
の
諸
部
族
が
い
る
。
皋
陶

に
関
し
て
は

『
論
語』

顔
淵
篇
に
、
孔
子
の
弟
子
の
子
夏
が

｢

舜
有
天

下
、
選
於�
、
舉
皋
陶
、
不
仁
者
遠
矣

(

舜
は
天
下
を
有
ち
、�
よ
り

選
び
、
皋
陶
を
舉
げ
、
不
仁
者
は
遠
ざ
か
る)｣

と
い
っ
た
と
あ
り
、

『

史
記』

夏
本
紀
に
も

｢

帝
禹
立
而
舉
皋
陶
、
薦
之
、
且
授
政
焉
、
而

皋
陶
卒

(

帝
禹
立
ち
て
皋
陶
を
舉
げ
、
之
を
薦
め
、
且
つ
政
を
授
け
、

皋
陶
卒
す)｣

と
あ
り
、
い
ず
れ
も
皋
陶
が
堯
舜
禹
族
邦
連
盟
の
な
か

で
要
職
を
担
っ
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。『
左
伝』

昭
公
十
四
年

(

７)

、『

呂

氏
春
秋』

君
守
篇

(

８)

、『

史
記』

夏
本
紀
等
に
よ
れ
ば

(

９)

、
皋
陶
が
担
っ
た

の
は
、
刑
法
を
つ
か
さ
ど
る
重
要
な
職
務
で
あ
る
。

伯
益
と
は
柏
翳
で
、
秦
人
の
先
祖
で
あ
る
。『

史
記』
秦
本
紀
に
は
、

秦
之
先
、
帝��
之
苗
裔
孫
曰
女
脩
。
女
脩
織
、
玄
鳥
隕
卵
、
女

脩�
之
、
生
子
大
業
。
大
業
取
少
典
之
子
、
曰
女
華
。
女
華
生
大

費
、
與
禹
平
水
土
。
已
成
、
帝
錫
玄
圭
。
禹
受
曰

｢

非
予
能
成
。

亦
大
費
爲
輔｣

。
帝
舜
曰

｢

咨
爾
費
、
贊
禹
功
、
其
賜
爾�
游
爾

後
嗣
將
大
出｣

。
乃
妻
之
姚
姓
之
玉
女
。
大
費
拜
受
、
佐
舜
調
馴

鳥
獸
、
鳥
獸
多
馴
服
、
是
爲
柏
翳
。
舜
賜
姓�
氏

(

秦
の
先
は
、

帝��
の
苗
裔
に
し
て
、
孫
を
女
脩
と
曰
う
。
女
脩
織
る
と
き
、

玄
鳥
卵
を
隕
し
、
女
脩
之
を�
み
、
子
の
大
業
を
生
む
。
大
業
、

少
典
の
子
を
取
り
、
女
華
と
曰
う
。
女
華
は
大
費
を
生
み
、
禹
と

與
に
水
土
を
平
ら
ぐ
。
已
に
成
り
、
帝
は
玄
圭
を
錫
う
。
禹
受
け

て
曰
く

｢

予
の
能
く
成
す
に
非
ず
。
亦
た
大
費
輔
を
爲
す｣

と
。

帝
舜
曰
く

｢

咨
、
爾
費
、
禹
の
功
を
贊
け
、
其
れ
爾
に�
游
を
賜

い
て
爾
の
後
嗣
は
將
に
大
い
に
出
で
ん｣

と
。
乃
ち
之
に
姚
姓
の

玉
女
を
妻
わ
す
。
大
費
、
拜
し
て
受
け
、
舜
を
佐
け
て
鳥
獸
を
調

馴
し
、
鳥
獸
は
多
く
馴
服
し
、
是
を
柏
翳
と
爲
す
。
舜
は
姓�
氏

を
賜
う｣

と)

以
上
の
記
載
は
四
点
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
。

①
秦
人
の
女
性
の
始
祖

｢

女
脩｣

が
玄
鳥
の
卵
を
呑
み
、
男
性
祖
先

の

｢

大
業｣

を
産
む
と
い
う

｢

祖
先
誕
生
神
話｣

は
、
秦
人
の
上

層
集
団
の
ト
ー
テ
ム
崇
拝
が
東
夷
の
少�
氏
の
ト
ー
テ
ム
と
一
致

す
る
こ
と
を
し
め
す
。

②
秦
人
の
祖
先

｢

大
費｣

は
、
族
邦
連
盟
の
な
か
で
舜
を
補
佐
し
、

鳥
獣
を
飼
い
慣
ら
し
、
牧
畜
業
を
発
展
さ
せ
た
。

③
大
費
は
さ
ら
に
大
禹
を
補
佐
し
て｢

平
水
土(

水
土
を
平
ら
か
に)｣

し
、
洪
水
の
水
害
を
治
め
た
。

④
秦
人
の
上
層
集
団
は�
姓
で
あ
る

(�)

。
秦
人
の
祖
先
の
事
跡
は

『

孟

子』

滕
文
公
上
に

｢

舜
使�
掌
火
、�
烈
山
澤
而
焚
之

(

舜
、�

を
し
て
火
を
掌
ら
し
め
、�
は
山
澤
を
烈
や
し
て
之
を
焚
く)｣

と
あ
り
、『

国
語』

鄭
語
に

｢

伯
翳
能
議
百
物

(

伯
翳
は
能
く
百

物
を
議
す)｣

と
あ
り
、
そ
の
ほ
か

｢

伯�
作
井

(

伯�
、
井
を

作
る)｣
と
い
う
伝
説
が
あ
る

(�)
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
伯
益

(

柏
翳)
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が
中
原
族
邦
連
盟
の
文
明
の
発
展
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
重
要
な

貢
献
で
あ
る
。

皋
陶
は
偃
姓
、
伯
益
は�
姓
で
、
偃
・�
は
同
音
で
通
じ
、
両
者
は
関

係
の
緊
密
な
部
族
で
あ
る
。�
姓
は
東
夷
の
大
姓
、
少�
は�
姓
で
、

ゆ
え
に
皋
陶
と
伯
益
は
さ
か
の
ぼ
る
と
少�
部
族
と
関
係
す
る
。
皋
陶

と
少�
部
族
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『

帝
王
世
紀』

[『

史
記』

夏
本
紀

『

正
義』

引]

に

｢
皋
陶
生
于
曲
阜

(

皋
陶
は
曲
阜
に
生
ま
る)｣

と
あ

り
、『

左
伝』

定
公
四
年
に
は
曲
阜
が
ほ
ん
ら
い

｢

少�
之
墟｣

で
あ

る
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
皋
陶
部
族
が
少�
部
族
か
ら
生
ま
れ
た

こ
と
を
裏
づ
け
る
。
少�
は
東
夷
族
で
、
間
違
い
な
く
皋
陶
・
伯
夷
も

東
夷
族
で
あ
る
。
皋
陶
の
末
裔
に
は
、
英
・
六
・
蓼
・
群
舒

(

舒
鮑
・

舒
蓼
・
舒
襲
・
舒
庸
・
舒
龍
・
舒
鳩)

が
お
り
、
現
在
の
安
徽
省
六
安

一
帯
に
分
布
し
、
こ
れ
は
皋
陶
族
が
南
遷
し
て
発
展
し
た
結
果
で
あ
る
。

�
姓
の
秦
は
の
ち
に
現
在
の
中
国
西
部
に
あ
ら
わ
れ
、�
姓
の
趙
も
現

在
の
河
北
に
あ
ら
わ
れ
、
ど
ち
ら
も�
姓
部
族
が
東
か
ら
西
へ
遷
徙
し

て
発
展
し
た
結
果
で
あ
る
。
商
周
時
代
に
、
少
な
く
と
も
秦
人
の
祖
先

の
う
ち
、��
か
ら
お
こ
り
、『

史
記』

秦
本
紀
に
は
彼
が

｢

在
西
戎
、

保
西
垂

(

西
戎
に
在
り
、
西
垂
を
保)｣

っ
た
と
あ
り
、�
秦
が
す
で

に
中
国
西
部
の
甘
粛
省
天
水
に
遷
徙
し
て
い
た
こ
と
を
し
め
す
。
こ
れ

以
降
の
秦
人
の
族
源
は
、
二
つ
の
部
分
よ
り
な
る
。
す
な
わ
ち
、
君
主

を
核
と
す
る
上
層

(�
姓
の
貴
族)

は
、
東
部
の
海
岱
地
区
か
ら
遷
っ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
埋
葬
の
習
俗
と
し
て
屈
肢
葬
を
採
用
し
て
い
る

下
層
貴
族
と
一
般
民
衆
は
、
甘
青
地
区
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
よ
っ
て
西

周
・
春
秋
戦
国
時
代
の
秦
人
は
、
東
夷
と
西
部
の
戎
人
と
が
融
合
し
た

結
果
で
あ
る
。

二
―
三

仰
韶
・
龍
山
時
代
の
中
原
と
東
夷
の
文
化
交
流

考
古
学
的
文
化
の
面
で
は
、
中
原
の
仰
韶
文
化
の
彩
陶
が
海
岱
の
大

��
口
文
化
に
影
響
を
あ
た
え
た
こ
と
、
中
原
で
登
場
す
る
形
式
が
大��

口
文
化
の
墓
地
・
墓
葬
に
み
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
海
岱
地
区
の
龍

山
文
化
の
黒
陶
が
中
原
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
み
て
と
れ
る
。

中
原
と
海
岱
地
区
の
文
化
の
影
響
と
交
互
作
用
は
、
け
っ
し
て
仰
韶

時
代
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
仰
韶
時
代
以
前
に
、
河
南
省
の

裴
李
崗
文
化
は
、
山
東
省
の
北
辛
文
化
と
の
あ
い
だ
で
互
い
に
交
流
・

影
響
し
あ
っ
て
い
た

(�)

。
仰
韶
文
化
中
期
に
な
る
と
、
黄
河
中
流
域
に
分

布
す
る
、
円
点
と
孤
辺
三
角
形
よ
り
な
る
仰
韶
文
化
廟
底
溝
類
型
の
彩

陶
の
モ
チ
ー
フ
が
、
黄
河
下
流
域
の
大��
口
文
化
に
強
烈
な
影
響
を
与

え
て
い
る

(�)
。
夷
夏
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
西
か
ら
東
へ
の

影
響
で
あ
る
。

東
か
ら
西
へ
影
響
・
遷
徙
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
仰
韶
文
化
中
晩
期

に
は
、
仰
韶
文
化
の
な
か
に
東
の
大��
口
文
化
に
由
来
す
る
要
素
が
あ

き
ら
か
に
増
え
、
陶
器
に
つ
い
て
は
、
鄭
州
大
河
村
遺
跡
に
出
現
す
る

大��
口
文
化
の
釜
形
鼎
・
罐
形
鼎
・
背
壺
・
浅
盤
豆
・�
な
ど
は
み
な
、

大��
口
文
化
の
同
類
の
器
物
と
同
じ
で
あ
る
。
同
時
に
、
大
河
村
遺
跡

に
お
い
て
は
、
大��
口
文
化
の
副
葬
品
と
同
じ
墓
が
発
見
さ
れ
、
当
時

す
で
に
少
数
の
大��
口
人
が
西
へ
遷
徙
し
て
い
た
こ
と
を
し
め
す

(�)

。
大
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��
口
文
化
晩
期
に
は
、
豫
東
地
区

(

た
と
え
ば
鹿
邑�
台
遺
跡
・
鄲
城

段
寨
遺
跡
な
ど)

に
お
い
て
、
大��
口
文
化
の
風
格
の
あ
る
遺
跡
が
登

場
す
る
。
中
原
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
河
南
省
偃
師
滑
城

(�)

、
平
頂

山
寺
崗
遺
跡
な
ど
で
は

(�)
、
大��
口
文
化
の
遺
跡
や
墓
が
み
つ
か
り
、
こ

れ
ら
は
す
べ
て
一
部
の
東
夷
人
が
中
原
に
や
っ
て
き
て
残
し
た
も
の
で

あ
る
。

龍
山
時
代
に
な
る
と
、
豫
北
に
分
布
す
る
後
崗
二
期
文
化
が
海
岱
龍

山
文
化
と
隣
接
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
そ
の
影
響
を
深
く
受
け
た
こ
と
以

外
に
、
海
岱
龍
山
文
化
で
流
行
し
た
磨
製
黒
陶
が
中
原
龍
山
文
化
に
対

し
て
広
く
影
響
を
与
え
た
。
海
岱
龍
山
文
化
の
磨
製
黒
陶
の
う
ち
、
陶

胎
が
卵
殻
の
よ
う
に
薄
い
も
の
は
、
考
古
学
者
に

｢

蛋
殻
黒
陶｣

と
よ

ば
れ
て
お
り
、
精
美
な
も
の
で
、
龍
山
時
代
の
制
陶
技
術
の
最
高
水
準

を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
東
夷
の
か
か
る
卓
越
し
た
制
陶
技
術
は
、
文

献
の
記
載
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。『

韓
非
子』
難
一
に

｢

東
夷
之

陶
者
器
苦�
、
舜
往
陶
焉
、
期
年
而
器
牢

(

東
夷
の
陶
者
は
器
苦�
な

り
、
舜
は
往
き
て
陶
し
、
期
年
に
し
て
器
は
牢
し)｣

と
あ
り
、『
周
礼』

考
工
記
に
も

｢

有
虞
氏
尚
陶

(

有
虞
氏
は
陶
を
尚
ぶ)｣

と
あ
る
。｢
有

虞
氏
尚
陶｣

と
は
、
東
夷
人
全
体
が
堯
舜
禹
時
代
に
陶
器
を
た
っ
と
ん

で
い
た
こ
と
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
彼
ら
が
東
夷
人
に
付
き
し

た
が
っ
て
西
の
中
原
に
遷
り
、
華
夏
集
団
と
融
合
し
、
中
原
の
製
陶
に

影
響
を
与
え
た
こ
と
が
容
易
に
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

夏
商
王
朝
の
多
元
一
体
的
複
合
制
国
家

構
造
と
夷
夏
の
融
合

堯
舜
禹
時
代
は
歴
史
学
的
に

｢

万
邦｣

と
よ
ば
れ
、
第
一
に
邦
国
が

林
立
し
、
第
二
に
中
原
地
区
で
は
族
邦
連
盟
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
族

邦
連
盟
が
長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に
発
展
す
る
過
程
は
、
連
盟
内
の
各

邦
国
と
部
落
の
間
、
あ
る
い
は
酋
邦
間
の
部
族
血
縁
の
垣
根
を
な
く
し

て
い
く
の
を
助
け
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
こ
の
と
き
の
華
夏
集
団
と
堯

舜
禹
族
邦
連
盟
は
あ
る
程
度
一
致
す
る
。
し
か
し
、
族
邦
連
盟
は
結
局

の
と
こ
ろ
ゆ
る
や
か
な
も
の
で
、
不
安
定
な
も
の
な
の
で
、
盟
主
の
交

代
が
起
こ
り
、
連
盟
の
中
心
も
移
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
と
き
の
華

夏
集
団
を
華
夏
民
族
の
前
身
と
み
な
せ
る
。

夏
代
が
開
始
す
る
と
、
夏
商
王
朝
は
国
家
構
造
上
、
多
元
一
体
的
複

合
制
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
王
国
と
王
の
支
配
す
る
諸
侯
邦
国
と
い
う
二

大
要
素
を
ふ
く
む
王
朝
で
あ
る
。
そ
の
構
成
要
素
か
ら
み
て
、
そ
れ
は

多
元
的
で
あ
り
、
し
か
も
王
朝
国
家
全
体
は
一
体
性
も
有
し
て
い
る

(�)

。

こ
の
一
体
性
が
堯
舜
禹
万
邦
時
代
の
華
夏
集
団
を
、
夏
代
の
華
夏
民
族

へ
と
向
か
わ
せ
た

(�)
。
こ
れ
に
よ
り
、
夏
商
西
周
三
代
の
政
治
的
局
面
は

以
下
の
通
り
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
構
造
は
多
元
一
体
的
複
合
制

を
し
て
お
り
、
族
共
同
体
の
類
型
上
は
華
夏
民
族
を
形
成
す
る
。
ま
た

夷
夏
関
係
の
う
え
で
は
、
夷
夏
が
融
合
し
、
そ
の
結
果
、
華
夏
民
族
は

雪
だ
る
ま
式
に
大
き
く
な
り
、
海
岱
の
東
夷
民
族
は
徐
々
に
少
な
く
な
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り
、
秦
漢
時
代
ま
で
に
基
本
的
に
消
失
す
る
。

三
―
一

夏
代
に
お
い
て
華
夏
へ
と
融
合
し
た
夷
族

夏
代
に
ど
の
部
族
が
華
夏
へ
と
融
合
を
開
始
し
、
ど
の
部
族
が
ま
だ

そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
か
。
こ
れ
を
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
判
断
す
る

の
か
。
案
ず
る
に
、
お
よ
そ
複
合
制
的
王
朝
国
家
構
造
に
参
入
す
る
こ

と
は
、
華
夏
民
族
へ
と
融
合
し
は
じ
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
反
対
は
、

ま
だ
華
夏
民
族
へ
と
融
合
し
は
じ
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
民
族
と
国
家
の
関
係
に
お
い
て
、
王
朝
国
家
は
民
族
の
枠
組

み
だ
か
ら
で
あ
る
。

『

左
伝』

襄
公
四
年
に
は
、｢

因
夏
民
以
代
夏
政([

后�
、]

夏
民
に

因
り
て
以
て
夏
政
に
代
わ
る)｣

と
あ
る
。｢
后�｣
は

｢

夷�｣
と
も

よ
ば
れ
、
東
夷
族
の
一
員
で
あ
り
、
彼
は
い
ち
ど
夏
王
に
代
わ
っ
て
、

夏
王
朝
の
国
君
と
な
り
え
た
。
こ
れ
は
、
夷
族
が
華
夏
族
へ
と
融
合
し

た
典
型
例
で
あ
る
。

山
東
省
藤
県
に
位
置
す
る
薛
国
は
、
夏
王
朝
で
車
を
作
る
仕
事
を
担
っ

た
。『

左
伝』

定
公
元
年
に
は

｢

薛
之
皇
祖
奚
仲
居
薛
、
以
爲
夏
車
正

(

薛
の
皇
祖
奚
仲
は
薛
に
居
り
、
以
て
夏
の
車
正
と
爲
る｣

と
あ
る
。

『

世
本』

・『

荀
子』

解
蔽
篇
・『

呂
氏
春
秋』

君
守
篇
・『

淮
南
子』

修

務
訓
に
は

｢

奚
仲
作
車｣

と
あ
る
。
二
里
頭
遺
跡
で
は
す
で
に
車
の
轍

の
遺
跡
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
夏
代
に
す
で
に
車
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
奚
仲
が
車
を
発
明
・
製
造
し
た
と
い
う
伝
説
が
信
頼
し
う
る

こ
と
を
物
語
る
。
薛
国
の
君
主
と
い
う
、
専
門
的
に
夏
王
の
た
め
に
車

を
作
る
車
正
は
、
王
朝
に
お
け
る
在
朝
官
と
な
り
、
こ
れ
も
東
夷
族
が

華
夏
族
へ
と
融
合
し
た
例
で
あ
る
。

三
―
二

夏
代
の
華
夏
へ
未
融
入
の
夷
族

夏
代
に
は
海
岱
に

｢

九
夷｣

(�
夷
・
于
夷
・
方
夷
・
黄
夷
・
白
夷
・

赤
夷
・
玄
夷
・
風
夷
・
陽
夷)

が
い
た
。
こ
れ
ら
諸
夷
は
、
ほ
ん
ら
い

複
合
制
的
国
家
構
造
の
外
部
に
お
り
、｢

体
制｣

外
の
い
わ
ゆ
る
蛮
夷

の
邦
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
か
か
る
複
合
制
的
構
造
は
開
放
的
で
、
理
念

上
、
夏
商
の
王
は
天
下
の

｢

共
主｣

[

諸
侯
が
み
な
で
奉
戴
す
る
主
の

意]

な
の
で
、
諸
夷
と
夏
王
の
関
係
は
時
期
に
よ
っ
て
疎
で
も
密
で
も

あ
り
、
叛
服
常
な
き
関
係
で
あ
っ
た
。
彼
ら
と
夏
王
朝
が
友
好
的
往
来

や
服
属
関
係
を
維
持
し
て
い
た
と
き
に
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
夏
王
に
朝

見
し
、
歴
史
的
に
は

｢

来
賓｣

と
よ
ば
れ
る
。
彼
ら
が
夏
王
朝
に
謀
反

を
起
こ
す
と
、
夏
王
は
彼
ら
を
征
伐
し
に
い
っ
た
。
た
と
え
ば

『

古
本

竹
書
紀
年』

に
は
一
連
の
関
連
記
載
が
あ
る

(�)

。

(

帝
相)

元
年
、
征
伐
淮
夷

(

元
年
、
淮
夷
を
征
伐
す)

[『

太
平

御
覧』

巻
八
二
皇
王
部
所
引]

。

二
年
、
征
風
夷
及
黄
夷

(

二
年
、
風
夷
及
び
黄
夷
を
征
す)

[『

太

平
御
覧』

巻
八
二
皇
王
部
所
引]

。

七
年
、
于
夷
來
賓

(

七
年
、
于
夷
、
來
り
て
賓
う)

[『

後
漢
書』

東
夷
伝
注
所
引]

。

後
少
康�
位
、
方
夷
來
賓

(

後
に
少
康�
位
し
、
方
夷
、
來
り
て

賓
う)

[『
後
漢
書』

東
夷
伝
注
所
引]

。
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柏
杼
子
征
于
海
及
王
壽
、
得
一
狐
九
尾

(

柏
杼
子
は
海
及
び
王
壽

に
征
し
、
一
狐
の
九
尾
を
得)

[『

山
海
経』

海
外
東
経
注
所
引]

。

后
芬�
位
、
三
年
、
九
夷
来
御
、
曰�
夷
・
于
夷
・
方
夷
・
黄
夷
・

白
夷
・
赤
夷
・
玄
夷
・
風
夷
・
陽
夷

(

后
芬�
位
し
、
三
年
、
九

夷
来
り
御
し
、�
夷
・
于
夷
・
方
夷
・
黄
夷
・
白
夷
・
赤
夷
・
玄

夷
・
風
夷
・
陽
夷
と
曰
う)

[『

太
平
御
覧』

巻
七
八
〇
四
夷
部]

。

后
荒�
位
、
元
年
、
以
玄
珪
賓
于
河
、
命
九
東
狩
于
海
、
獲
大
鳥

(

后
荒�
位
し
、
元
年
、
玄
珪
を
以
て
河
に
賓
し
、
九
東
に
命
じ

て
海
に
狩
し
て
大
鳥
を
獲
る)

[『

北
堂
書
鈔』

巻
八
九
禮
儀
部
所

引]

。

后
泄
二
十
一
年
、
命�
夷
・
白
夷
・
赤
夷
・
玄
夷
・
風
夷
・
陽
夷

(

后
泄
二
十
一
年
、�
夷
・
白
夷
・
赤
夷
・
玄
夷
・
風
夷
・
陽
夷

に
命
ず)

[『

後
漢
書』

東
夷
伝
注
所
引]
。

后
發�
位
、
元
年
、
諸
夷
賓
于
王
門
、
再
保�
会
于
上
池
、
諸
夷

入
舞

(

后
發�
位
し
、
元
年
、
諸
夷
、
王
門
に
賓
い
、
再
び
保�

た
り
て
上
池
に
会
し
、
諸
夷
は
入
り
て
舞
う)

[『

北
堂
書
鈔』

巻

八
二
禮
儀
部
所
引]

。

上
述
の
諸
夷
は
な
お
夏
王
朝
の
国
家
体
系
に
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
夷

人
で
、
夏
王
朝
と
叛
服
常
な
き
状
態
に
あ
り
、
民
族
の
融
合
の
点
で
、

彼
ら
は
ま
だ
華
夏
民
族
に
溶
け
込
ん
で
は
い
な
い
。
も
と
も
と
夷
夏
概

念
と
夷
夏
関
係
と
は
、
夏
王
朝
の
出
現
と
華
夏
民
族
の
形
成
に
よ
っ
て
、

は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
夏
代
に
お
け
る
東

方
諸
夷
と
中
原
華
夏
は
、
そ
の
東
西
の
対
峙
は
互
化
融
合
よ
り
も
は
る

か
に
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
点
は
考
古
学
的
徴
証
を
得
ら
れ
る
。

考
古
学
的
に
、
中
原
龍
山
文
化
末
期
と
二
里
頭
文
化
第
一
期
〜
第
三

期
は
、
一
般
に
夏
文
化
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
海
岱
の
岳
石
文

化
は
、
夏
代
の
東
夷
文
化
で
あ
る
。
岳
石
文
化
で
み
つ
か
っ
た
も
の
に

青
銅
器
が
あ
り
、
版
築
の
城
壁
も
あ
り
、
都
邑
邦
国
文
明
で
あ
る
が
、

そ
の
文
明
度
は
中
原
地
区
に
は
る
か
に
及
ば
な
い
。
つ
ま
り
、
夏
代
以

前
の
龍
山
時
代
の
中
原
文
明
と
海
岱
文
明
の
発
展
度
を
比
べ
る
と
、
龍

山
時
代
の
中
原
と
海
岱
は
互
角
で
あ
り
、
当
時
は
文
明
の
セ
ン
タ
ー
が

複
数
あ
り
、
各
区
域
で
は
い
ず
れ
も
自
ら
の
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
。
だ

が
夏
代
に
な
る
と
、
夏
王
朝
が
中
原
地
区
で
勃
興
し
、
王
朝
国
家
の
王

都
所
在
地
を

｢

天
下
の
中
心｣

と
す
る
構
え
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
四

裔

[

東
西
南
北
の
辺
境]

の
文
化
と
文
明
の
高
度
さ
は
、
中
原
地
区
と

か
け
離
れ
、
海
岱
地
区
の
東
夷
は
か
か
る
事
態
と
な
っ
た
。
岳
石
文
化

の
文
明
度
は
と
お
く
中
原
の
華
夏
に
及
ば
な
く
な
っ
た
。
そ
の
も
う
ひ

と
つ
の
要
因
は
、
龍
山
時
代
の
東
夷
文
明
の
高
度
さ
を
し
め
す
虞
舜
・

皋
陶
・
伯
益
・
后�
等
の
政
治
的
実
体
が
海
岱
地
区
を
離
れ
、
海
岱
地

区
の
文
明
を
没
落
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
原
の
二
里
頭
文
化
と
海
岱
の
岳
石
文
化
は
、
文
明
の
発
展
度
に
差

異
が
あ
り
、
文
化
の
特
徴
に
も
違
い
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
か
り
に
二

者
間
に
影
響
が
生
じ
あ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
容
易
に
観
察
し
う
る
も

の
で
あ
る
。
だ
が
二
里
頭
文
化
と
岳
石
文
化
の
あ
い
だ
の
相
互
的
影
響

の
状
況
を
比
べ
る
と
、
二
里
頭
文
化
の
岳
石
文
化
へ
の
影
響
で
あ
ろ
う

と
、
相
互
的
な
影
響
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
広
が
り
と
深
さ
は
い
ず
れ
も
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十
分
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
は
、
文
献
上
に
み
ら
れ
る
夏
代
の
海

岱
諸
夷
の
多
く
が
ま
だ
華
夏
へ
と
融
合
し
て
い
な
い
こ
と
と
一
致
す
る
。

三
―
三

商
王
朝
の
夷
夏
融
合

夏
朝
か
ら
商
朝
に
入
る
と
、
多
元
一
体
的
複
合
制
国
家
構
造
は
さ
ら

に
整
う
と
と
も
に
、
東
夷
の
華
夏
へ
の
融
合
の
広
さ
と
深
さ
が
い
ず
れ

も
す
す
む
。
商
代
の
夷
夏
融
合
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、『

中
国
考
古
学

夏
・
夏
商
巻』

に
お
け
る
早
商
・
中
商
・
晩
商
と
い
う
三
つ
の
時
期
の

商
文
化
の
分
布
図
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
三
つ

の
時
期
に
は
商
文
化
が
徐
々
に
東
へ
と
拡
張
し
て
お
り
、
商
の
夷
に
対

す
る
融
合
と
正
比
例
の
関
係
に
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。｢

早
商
文

化
分
布
示
意
図｣

に
お
い
て
商
代
早
期
に
、
済
南
の
大
辛
荘
遺
跡
以
外

に
商
文
化
が
東
へ
分
布
し
て
い
る
の
は
、
お
も
に
豫
東
地
区
で
あ
る
。

｢

中
商
文
化
分
布
示
意
図｣

に
お
い
て
商
代
中
期
に
、
商
文
化
は
東
へ

と
大
き
く
拡
大
し
、
つ
と
に
泰
沂
山
脈
の
ラ
イ
ン
に
至
っ
て
い
る
。
済

南
の
大
辛
荘
遺
跡
は
、
泰
沂
山
脈
以
北
の
商
文
化
の
典
型
例
で
、
済
寧

の
潘
廟
遺
跡
は
魯
西
南
の
商
文
化
の
典
型
例
で
あ
る
。｢

晩
商
文
化
分

布
示
意
図｣

に
お
い
て
商
代
晩
期
の
商
文
化
は
、
と
う
に
東
に
拡
大
し

て
泰
沂
山
脈
北
側
の�
河
、�弥
河
流
域
に
到
っ
て
お
り
、
青
州
の
蘇
埠

屯
遺
跡
は
そ
の
典
型
的
な
商
文
化
の
遺
跡
で
あ
る
。

商
代
の
夷
夏
融
合
の
深
さ
に
関
し
て
は
、
青
州
の
蘇
埠
屯
の
商
代

｢

亞
醜｣

大
墓
を
代
表
格
と
す
る
。
蘇
埠
屯
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
商
代

一
号
大
墓
に
は
、
四
つ
の
墓
道
が
あ
り
、
墓
室
面
積
は
五
十
六
㎡
に
達

し
、
殉
葬
犬
は
六
匹
で
、
殉
葬
者
は
四
十
八
人
に
も
な
る

(�)

。
四
つ
の
墓

道
を
備
え
る
、
か
か
る
規
格
は
、
殷
墟
の
王
陵
と
同
様
で
あ
る
。
蘇
埠

屯
の
一
号
大
墓
か
ら
は
、｢

亞
醜｣

族
徽
銘
文
の
鋳
込
ま
れ
た
大
銅
鉞

が
出
土
し
て
お
り
、
五
、
六
十
件
の
伝
世
青
銅
器
の
な
か
に
も

｢

亞
醜｣

族
徽
銘
文
が
あ
り
、
ゆ
え
に
こ
れ
は

｢

亞
醜｣

を
族
徽
と
す
る
諸
侯
国

で
あ
る
。

甲
骨
文
に
よ
れ
ば
、
商
王
朝
で

｢

小
臣｣

と
い
う
官
職
を
担
う
者
の

ひ
と
り
に
、｢

小
臣
醜｣

と
よ
ば
れ
る
者
が
い
る

(『

甲
骨
文
合
集』

�����)
。
こ
の

｢

小
臣
醜｣

は
山
東
省
青
州
県
蘇
埠
屯
一
帯
の

｢

亞
醜｣

諸
侯
国
出
身
で
あ
る
。｢

亞
醜｣

族
徽
か
ら
判
断
す
る
と
、
彼
は
商
の
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王
族
で
な
く
、
東
夷
の
人
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
墓
に
副
葬
さ
れ
た

青
銅
器

(

鼎
・
觚
・
爵
・�
・�)
の
形
制
・
組
み
合
わ
せ
や
、
陶
器

(

觚
・
爵
・�
・
豆
・
盤
・
罐)

の
形
制
・
組
み
合
わ
せ
は
殷
墟
と
同

じ
で
、
ゆ
え
に
亞
醜
は
深
く
華
夏
化
し
た
夷
人
で
あ
り
、
と
う
に
華
民

族
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

夏
商
時
代
に
は
、
華
夏
か
ら
海
岱
に
や
っ
て
き
た
華
夏
人
も
い
た
。

た
と
え
ば

『

左
伝』

昭
公
二
十
年
に
は
、
山
東
の
斉
国
の
国
都
に
つ
い

て

｢

昔
爽
鳩
氏
始
居
此
地
、
季�則
因

(

因
襲)

之
、
有
逢
伯
陵
因
之
、

蒲
姑
氏
因
之
、
而
後
大
公
因
之

(

昔
爽
鳩
氏
は
始
め
て
此
の
地
に
居
り
、

季�則
は
之
に
因
り
、
有
逢
伯
陵
は
之
に
因
り
、
蒲
姑
氏
は
之
に
因
り
、

而
る
後
に
太
公
は
之
に
因
る)｣

と
あ
る
。『

国
語』

周
語
下
に
は

｢

則

我
皇
妣
大
姜
之
姪
伯
陵
之
後
、�
公
之
所
憑
神
也

(

則
ち
我
が
皇
妣
大

姜
の
姪
、
伯
陵
の
後
、�
公
の
憑
る
所
の
神
な
り)｣

と
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
逢
伯
陵
は
姜
姓
で
、
炎
帝
と
同
姓
で
あ
る
。『

山
海
経』

海
内
経
に
も

｢

炎
帝
之
孫
伯
陵

(

炎
帝
の
孫
は
伯
陵)｣

と
の
説
が
あ

り
、『

国
語』

の
説
と
合
致
す
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
、
姜
姓
の
華
夏
族

が
相
当
早
く
に
山
東
に
や
っ
て
き
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
こ
の
ほ

か
に
、
山
東
省
寿
光
県
の
紀
国
や
、
山
東
省�
県
の
向
国
は
、
み
な
姜

姓
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
山
東
に
お
け
る
登
場
は
、
み
な
西
周
の
前
で
あ

り
、
華
夏
族
が
つ
と
に
山
東
地
区
に
遷
徙
し
た
例
で
あ
る
。

三
―
四

ま
だ
華
夏
へ
と
融
合
し
て
い
な
い
夷
人

人
方

甲
骨
文
に
は
、
た
く
さ
ん
の

｢

王
征
人
方｣

の
記
録
が
あ
る
。｢

人

方｣

と
は

｢

夷
方｣
で
、｢

王
征
人
方｣

と
は

｢

王
征
夷
方｣

で
あ
る
。
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た
と
え
ば
以
下
の
通
り

[

甲
骨
文
・
金
文
の
訓
読
は
省
略]

。

乙
卯
卜
、
貞
、
王
其
征
人
方
、
無
災
。

(『

屯
南』����)

乙
巳
卜
、
…
王
田
…
亡
…�
二
十
又
…
来
征
人

[

方]

。

(『

合
集』�����)

二
月
癸
巳
、
惟
王
来
征
人
方
、
在
斉�
。

(『

合
集』�����)

癸
卯
王
卜
、
貞
旬
亡
禍
。
在
十
月
又
一
、
王
征
人
方
、
在
商
。

癸
丑
王
卜
、
貞
旬
亡
禍
。
在
十
月
又
一
、
王
征
人
方
、
在
亳
。

癸
亥
王
卜
、
貞
旬
亡
禍
。
在
十
月
又
一
、
王
征
人
方
、
在〓

。

[

癸]

酉
王
卜
、
在
□
、
貞
、
旬
亡
禍
。[

在]

十
月
又
二
、[

王]

征
人
方
。

(『

英
藏』����)

甲
骨
文
の
ほ
か
に
、
商
代
の
青
銅
器
銘
文
中
に
も

｢

王
征
人
方｣

の
記

録
が
あ
る
。
た
と
え
ば
商
代
の

｢

小
臣�余
犀
尊｣

の
銘
文
に
、

丁
巳
、
王
省�
京
。
王
賜
小
臣�余�
貝
。
唯
王
来
征
人
方
、
唯
王

十
祀
又
五
、�
日
。

と
あ
る
。
小
臣�余
犀
尊
の
青
銅
器
は
、
十
五
祀
の

｢

征
人
方｣

の
帰
途

に
鋳
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
銘
文
中
の

｢

唯
王
来
征
人
方｣
の
語
は
、

卜
辞
の｢

二
月
二
月
癸
巳
、
惟
王
来
征
人
方
、
在
斉�

(『

合
集』�����)｣

や

｢

五
月
癸
卯
、
唯
王
来
征
人
方
、
在〓�

(『

合
集』�����)｣
の

｢

唯
王
来
征
人
方｣

と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
銘
文
中
の

｢

唯
王
来

征
人
方
、
唯
王
十
祀
又
五
、�
日｣

は
時
間
署
辞
で
、
そ
の
な
か
の

｢

十
祀
又
五｣

は
紀
年
で
あ
り
、｢�
日｣

は
周
祭
の
祭
祀
紀
に
よ
る
時

間
署
辞
で
、
前
の
干
支
日
と
合
わ
せ
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
研
究

に
よ
る
と
、
商
代
末
期
に
は
、
こ
の
よ
う
に
干
支
を
用
い
て
周
祭
の
祭

祀
の
紀
日
を
加
え
る
制
度
が
さ
か
ん
と
な
る

(�)

。
商
王
の
帝
乙
・
帝
辛
の

時
代
に
は
、
十
祀
の
と
き
に

｢

征
人
方｣

の
戦
役
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

十
五
祀
の
と
き
に
も

｢

征
人
方｣

の
戦
役
が
あ
り
、
ほ
か
の
時
期
に
も

｢

征
人
方｣

が
行
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い

(�)

。
ゆ
え
に
晩
商
期
の
商
王
は

人
方
と
持
続
的
に
戦
争
を
行
な
い
、
こ
の
こ
と
は

『

左
伝』

昭
公
十
一

年
で
叔
向
が

｢

桀
克
有
緡
以
喪
其
國｣

と
の
べ
て
い
る
こ
と
と
、
関
連

づ
け
う
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
商
の
紂
王
は
、
東
夷
に
過
度
に
兵

を
用
い
た
た
め
に
国
力
を
消
耗
し
、
か
く
し
て
よ
う
や
く
周
の
武
王
は

紂
を
討
ち
、
一
挙
に
成
功
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

商
王
が
夷
方
征
伐
を
要
し
た
の
は
、
夷
方
の
謀
反
が
、
お
お
よ
そ
叛

服
常
な
き
状
態
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
謀
反
と
は
、
商
王
か
ら
離
脱

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
と
う
ぜ
ん
複
合
制
的
王
朝
国
家
構
造

の
な
か
で
、
か
か
る
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
夷
夏
の
融
合
も
す
す
み
に

く
い
。

蘇
埠
屯
の

｢

亞
醜｣

諸
侯
大
墓
か
ら
は
、
夷
夏
融
合
の
広
さ
と
深
さ

の
点
で
、
商
王
朝
が
大
き
く
発
展
し
て
い
た
反
面
、
商
代
の
人
方

(

夷

方)

は
ま
だ
華
夏
民
族
へ
と
融
合
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

華
夏
へ
と
融
合
し
て
い
な
い
夷
人
は
、
商
代
以
後
の
西
周
・
春
秋
戦
国

時
代
に
は
、
夷
華
融
合
を
果
た
す
。
本
文
第
一
節
で
は
、
多
く

『

左
伝』

の
い
う

｢

東
夷｣

を
引
用
し
た
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
春
秋
時
代
に
な
る

と
、
そ
の

｢

東
夷｣

は
す
で
に
残
留
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
ら
残
留
し
た

東
夷
は
、
ま
だ
み
ず
か
ら
の
伝
統
文
化
の
特
徴
を
保
持
し
て
い
る
た
め
、

当
時
の
華
夏
民
族
と
は
区
別
さ
れ
る
。
戦
国
時
代
に
お
け
る
諸
国
兼
并
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を
へ
て
、
斉
国
な
ど
の
大
国
が
、
残
留
し
て
い
る
東
夷
を
み
ず
か
ら
の

行
政
管
轄
の
範
囲
内
に
入
れ
た
の
ち
、
い
わ
ゆ
る

｢

東
夷｣

の
文
化
は

か
ん
ぜ
ん
に
華
夏
へ
と
融
合
し
、
そ
の
族
区
分
も
消
滅
へ
と
向
か
い
、

秦
漢
時
代
に
な
る
と
、
海
岱
地
区
は
す
で
に
ま
っ
た
く
の
華
夏
文
化
区

と
な
っ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
夷
夏
互
化
の
過
程
は
、
五
帝
時
代
か
ら
始
ま
っ

て
夏
商
西
周
を
へ
て
、
さ
ら
に
春
秋
戦
国
へ
と
い
た
る
の
で
あ
り
、
夷

夏
互
化
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
は
相
互
的
転
化
で
あ
る
。
第

二
は
相
互
的
影
響
で
あ
る
。
相
互
的
転
化
と
は
、
片
方
の
小
族
群
が
遷

徙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
う
片
方
に
は
め
込
ま
れ
、
最
後
に
は
融
合

変
化
し
て
相
手
方
に
な
る
と
い
う
様
式
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
様
式

[

相
互
的
影
響]

は
、
双
方
向
も
し
く
は
多
方
面
的
に
そ
れ
ぞ
れ
拡
張

す
る
う
ち
に
、
互
い
に
遭
遇
し
て
ぶ
つ
か
り
、
戦
争
さ
え
起
こ
し
、
最

後
に
あ
る
形
式
の

｢

政
治
的
統
一
体｣
(

か
か
る

｢
政
治
的
統
一
体｣

は
、
連
盟
や
連
合
体
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
単
一
制
的
国
家
や
複
合

制
国
家
で
あ
る
こ
と
も
あ
る)

へ
と
融
合
す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の

結
果
は
し
ば
し
ば
、
相
手
の
な
か
に
自
己
が
お
り
、
自
己
の
な
か
に
相

手
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ゆ
え
に
こ
れ
は
一
種
の
互
化
で
あ
る
。

五
帝
時
代
〜
春
秋
戦
国
時
代
に
、
夷
夏
関
係
が
へ
た
互
化
融
合
に
は

[

こ
の
よ
う
に]

、
片
方
が
も
う
片
方
へ
と
遷
徙
し
て
は
め
込
ま
れ
融
合

す
る

｢

嵌
入
式｣

方
式
も
あ
れ
ば
、
戦
争
や
兼
併
を
へ
て
融
合
す
る
方

式
も
あ
る
。
ど
ち
ら
の
融
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
融
合
は
け
っ
し
て
一

方
向
的
に
た
ん
に
同
化
す
る
の
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
双
方
向
的
な
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

�
(

１)

傅
斯
年

｢

夷
夏
東
西
説｣

(『

慶
祝
蔡
元
培
先
生
六
十
五
歳
論
文
集』

国
立

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
外
編
第
一
種
、
一
九
三
三
年
、
一
〇
九

三
〜
一
一
三
四
頁)

。

(

２)

王
震
中

｢

従
複
合
制
国
家
結
構
看
華
夏
民
族
的
形
成｣

(『

中
国
社
会
科
学』

二
〇
一
三
年
第
一
〇
期
、
一
八
九
頁
〜
一
九
六
頁)

。
王
震
中

｢

従
部
族
国
家

与
到
民
族
国
家
与
華
夏
民
族
的
形
成｣

(『

中
国
古
代
国
家
的
起
源
与
王
権
的

形
成』

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。[

柿
沼
陽
平
訳

『

中
国
古
代

国
家
の
起
源
と
王
権
の
形
成』

汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
五
三
九
〜
五
九

三
頁])

。
な
お
以
下
、
本
訳
稿
で
は
王
震
中
著
書
を
引
用
す
る
場
合
、
す
べ

て
訳
書
の
頁
数
を
挙
げ
る
。

(

３)

春
秋
時
代
の

｢

東
夷｣

と
い
う
語
は
あ
き
ら
か
に
、
海
岱
地
区
で
未
華
夏

化
の
土
着
の
族
群
で
あ
る
。
だ
が

｢

夷
、
蛮
、
戎
、
狄｣

は
ま
だ
画
一
的
に

｢

東
、
西
、
南
、
北｣

に
分
配
さ
れ
て
は
い
な
い
。
戦
国
中
後
期
以
降
、
人
び

と
は
画
一
化
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
夷
・
蛮
・
戎
・
狄
を
四
方
に
分
配
・

固
定
し
、
か
く
て

｢

東
夷｣

｢

南
蛮｣

｢

西
戎｣

｢

北
狄｣

の
概
念
が
形
成
さ
れ

た
。
た
と
え
ば

『

礼
記』

王
制
篇
に

｢

中
國
、
戎
夷
五
方
之
民
、
皆
有
其
性

也
、
不
可
推
移
。
東
方
曰
夷
、
被
髮
文
身
、
有
不
火
食
者
矣
。
南
方
曰
蠻
、

雕
題
交
趾
、
有
不
火
食
者
矣
。
西
方
曰
戎
、
被
髮
衣
皮
、
有
不
粒
食
者
矣
。

北
方
曰
狄
、
衣
羽
毛
穴
居
、
有
不
粒
食
者
矣
。
中
國
・
夷
・
蠻
・
戎
・
狄
、

皆
有
安
居
・
和
味
・
宜
服
・
利
用
・
備
器

(

中
國
、
戎
夷
五
方
の
民
、
皆
な

其
の
性
有
り
、
推
し
て
移
す
べ
か
ら
ず
。
東
方
を
夷
と
曰
い
、
被
髮
文
身
し
、

火
食
せ
ざ
る
者
有
り
。
南
を
蠻
と
曰
い
、
題
を
雕
み
趾
を
交
え
、
火
食
せ
ざ

る
者
有
り
。
西
方
を
戎
と
曰
い
、
被
髮
し
て
皮
を
衣
、
粒
食
せ
ざ
る
者
有
り
。

北
方
を
狄
と
曰
い
、
羽
毛
を
衣
て
穴
居
し
、
粒
食
せ
ざ
る
者
有
り
。
中
國
・

夷
・
蠻
・
戎
・
狄
は
皆
な
安
居
、
和
味
、
宜
服
、
利
用
、
備
器
有
り)｣

と
あ
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る
。
童
書
業

『

春
秋
左
伝
研
究』

(

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
五

二
〜
二
五
五
頁)

参
照
。

(
４)

王
震
中

｢

甲
骨
文
亳
邑
与�韋
亳｣

(『

商
族
起
源
と
先
商
社
会
変
遷』

、
中
国

社
会
科
学
院
、
二
〇
一
〇
年
、
六
一
〜
九
九
頁)

参
照
。

(

５)
朱
玲
玲

｢

舜
為

｢

東
夷
人｣

考｣
(『

南
方
文
物』

二
〇
一
一
年
第
一
期
、

一
四
〇
〜
一
四
四
頁)

。

(

６)

唐
堯
は
最
初
、
現
在
の
河
北
省
一
帯
で
活
動
し
、
そ
の
後
し
だ
い
に
南
遷

し
、
最
後
は
現
在
の
晋
南
臨
汾
と
翼
城
一
帯
に
定
住
し
た
。
山
西
省
襄
汾
陶

寺
遺
跡
の
古
城
は
帝
堯
・
陶
唐
氏
の
都
城
の
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
。
帝

堯
・
陶
唐
氏
の
族
源
は
北
の
戎
狄
系
で
あ
る
。
王
震
中

｢

従
複
合
制
国
家
結

構
看
華
夏
民
族
的
形
成｣

(『
中
国
社
会
科
学』

二
〇
一
三
年
第
一
〇
期
、
二

〇
一
〜
二
〇
二
頁)

、
注
二
前
掲
書

(
四
八
二
〜
四
八
九
頁)

参
照
。
王
震
中

｢

陶
寺
与
堯
都
―
中
国
早
期
国
家
的
典
型｣

(『

南
方
文
物』

二
〇
一
五
年
第
三

期
、
八
三
〜
九
三
頁)

。

(

７)
『

左
伝』

昭
公
十
四
年

｢

夏
書
曰

｢

昏
・
墨
・
賊
・
殺
・
皋
陶
之
刑
也｣

(

夏
書
に
曰
く

｢

昏
・
墨
・
賊
・
殺
は
、
皋
陶
の
刑
な
り｣

と)｣

。

(

８)
『

呂
氏
春
秋』

君
守
篇

｢

皋
陶
作
刑
。(

皋
陶
、
刑
を
作
る)｣

。
(

９)
『

史
記』

夏
本
紀

｢

皋
陶
作
士
以
理
民

(

皋
陶
は
士
と
作
り
て
以
て
民
を
理

む)｣

。

(�)
『

史
記』

鄭
世
家

｢

秦
、�
姓
、
伯
翳
之
后
也

(

秦
、�
姓
、
伯
翳
の
後
な

り)｣

、『

国
語』

鄭
語

｢�
、
伯
翳
之
后
也
。
…
…
伯
翳
能
議
百
物,
以
佐
舜

者
也

(�
、
伯
翳
の
後
な
り
。
…
…
伯
翳
は
能
く
百
物
を
議
し
、
以
て
舜
を

佐
く
る
者
な
り)｣

。

(�)
『

呂
氏
春
秋』

勿
躬
篇

｢

伯�
作
井

(

伯�
は
井
を
作
る)｣

、『

淮
南
子』

本
経
訓

｢

伯�
作
井
、
而
龍
登
玄
雲
、�
棲
昆
侖

(

伯�
は
井
を
作
り
、
龍

は
玄
雲
に
登
り
、�
は
昆
侖
に
棲
む)｣

。

(�)

邵
望
平

｢

賈
湖
類
型
是
海
岱
史
前
文
化
的
一
個
源
頭｣

(『

邵
望
平
史
学
・

考
古
学
文
選』

山
東
大
学
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
一
三
三
〜
一
三
四
頁)

。

(�)

廟
底
溝
類
型
の
仰
韶
文
化
は
黄
河
下
流
域
に
強
烈
な
影
響
を
与
え
た
だ
け

で
な
く
、
長
江
下
流
域
の
大
溪
文
化
、
東
北
地
区
の
紅
山
文
化
に
も
影
響
を

与
え
た
。
王
仁
湘

｢

中
国
新
石
器
時
代
花
弁
紋
彩
陶
図
案
研
究｣

(『

考
古
与

文
物』

一
九
八
九
年
第
一
期
、
四
九
〜
五
六
頁)

参
照
。
こ
の
影
響
は
、
西

は
は
る
か
甘
粛
省
青
海
地
区
に
及
び
、
北
は
河
套
句
地
区
を
越
え
、
両
区
域

内
で
濃
厚
な
廟
底
溝
類
型
仰
韶
文
化
の
色
彩
を
帯
び
た
遺
物
が
み
つ
か
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
は
直
接

｢

廟
底
溝
文
化｣

に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著

『

中
国
考
古
学
・
新
石
器
時
代
巻』

(

中
国
社
会
科
学
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
二
六
八
頁)

参
照
。

(�)
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著

『

中
国
考
古
学
・
新
石
器
時
代
巻』

(

中
国
社
会
科
学
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
三
一
一
頁)

、
鄭
州
市
文
物
研
究
所

『

鄭
州
大
河
村』

(

科
学
出
版
社
会
、
二
〇
〇
一
年
、
五
八
八
〜
五
八
九
頁)

参
照
。

(�)
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
発
掘
隊

｢

河
南
偃
師

｢

滑
城｣

考
古
調
査

簡
報｣

(『

考
古』

一
九
六
四
年
第
一
期
、
三
〇
〜
三
五
頁)

。

(�)
張
脱

｢

河
南
省
平
頂
山
市
発
現
一
座
大��
口
類
型
墓
葬｣

(『

考
古』

一
九

七
七
年
第
五
期
、
三
五
三
頁)

。

(�)
王
震
中
注
二
前
掲
書
第
八
章

(

六
五
九
〜
六
八
〇
頁)

、
第
十
章

(

六
五
九

〜
七
七
三
頁)

。

(�)
王
震
中
注
二
前
掲
書
第
六
章

(

五
三
九
〜
五
九
三
頁)

。

(�)
方
詩
銘
・
王
休
齢

『

竹
書
紀
年
輯
校』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、

五
頁
〜
一
五
頁)

。

(�)
山
東
省
博
物
館

｢

山
東
益
都
蘇
埠
屯
第
一
号
奴
隷
殉
葬
墓｣

(『

文
物』

一

九
七
二
年
第
八
期
、
一
七
〜
三
〇
頁)

、
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
・
青
州
市

博
物
館

『

青
州
市
蘇
埠
屯
商
代
墓
地
発
掘
報
告』

(『

海
岱
考
古』

第
一
輯
、

山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
二
五
四
頁
〜
二
七
三
頁)

。

(�)
常
玉
芝

『

殷
商
歴
法
研
究』

(

吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
八
年)

、
一
一

四
〜
一
一
五
頁
。
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(�)
島
邦
男

『

殷
墟
卜
辞
研
究』

(

弘
前
大
学
文
理
学
部
中
国
学
研
究
会
、
一
九

五
八
年
、
四
〇
一
〜
四
〇
二
頁)

は
か
つ
て
帝
辛
の
八
祀
征
人
方
の
歴
譜
を

な
ら
べ
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